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パパママ学級（両親学級）

●�ウェルTAMA！赤ちゃん準備コ
ース（全２回）

d５月17日㈬午後１時15分～３時15
分、20日㈯午前９時15分～正午t出
産予定日が７月・８月の初産の方と
そのパートナーc16組（申し込み先
着順）nお産の準備と呼吸法、産後
のママの気持ちの変化、今から役立
つ多摩市の情報、赤ちゃんのお風呂

（沐浴実習）、DVD「赤ちゃんの泣
きへの理解と対処のために」、先輩
パパママとの交流会、ベビー服・グ 
ッズなどの展示持ち物母子健康手
帳、筆記用具備考１人での参加可m 

ib４月３日㈪から、電話で、健康推
進課（健康センター）☎（376）9177へ

２歳歯っぴー歯科相談

d５月18日㈭午後１時20分～２時50
分t原則２歳の誕生月の子ども（２
歳６カ月まで可）c32人（申し込み先
着順）n歯科医による歯科診察・歯
みがき指導、かかりつけ歯科医の紹
介持ち物母子健康手帳、普段使っ
ている歯ブラシ、タオル備考随時受
け付けmib電話または直接、健康

推進課（健康センター）☎（376）9177へ

育児相談

d５月12日㈮午前９時10分～10時40
分t乳幼児の保護者c16人（申し込
み先着順）n身体計測、育児相談、
栄養相談など持ち物母子健康手帳
mib４月３日㈪から、電話または
直接、健康推進課（健康センター）☎

（376）9177へ

多摩市認証保育所説明会にお越
しください
　市内にある全10園の認証保育所の
情報をまとめて提供します。
d４月16日㈰午前9時45分～11時30
分（9時30分開場）bパルテノン多摩
オープンスタジオt保育所の利用を
検討中の方などc100人程度（先着
順）備考各保育所ブースありm当日
直接会場へ主催多摩市認証保育所
連絡会i事務局〔㈱ウィズチャイル
ド内〕☎（376）3541

小学生ゴルフ教室（Tama�kids�
golf）（全３回）
dA日程＝５月13日・20日・27日、
Ｂ日程＝６月10日・17日・24日、い
ずれも各土曜日午後２時～４時（午
後１時40分集合）b米軍多摩ヒルズ
ゴルフコース（連光寺）t次のすべて

に該当する方①市内在住の小学２～
６年生②保護者が会場まで送迎でき
る③５月８日㈪午後６時30分から市
役所302会議室で開催する説明会に
保護者が参加できるc各10人（応募
者多数の場合は初めての方優先の抽
選）s2,000円（ボール代など。説明
会時に集金）協力タマキッズゴルフ
の会注意事項保護者は練習場・コー
スの見学不可備考外国籍の方は参
加できない場合あり。申し込み前に
要問い合わせ。日程を変更する場合
あり。詳細は、公式ホームページ参
照mi４月24日㈪までに、公式ホー
ムページのインターネット手続きで、
希望日程・住所・氏名（ふりがな）・
学年・生年月日・保護者の携帯電話
番号・メールアドレスを記入し、ス
ポーツ振興課☎（338）6954へ

大谷戸プレーパークＴＡＭＡで
遊びませんか？
　「自分の責任で自由に遊ぶ」をモッ
トーにした遊び場です。子どもたち
の自主的・自発的な活動を、体験活
動指導者などが応援します。

d４月８日、５月13日、６月10日、
７月22日、８月５日、９月23日、10
月14日、11月11日、12月９日、令和
６年１月13日、２月３日、３月９日、
各土曜日午前９時～午後３時ごろb

大谷戸公園キャンプ練習場nぶらぶ
らブランコ、ハンモ ックなど注意
事項雨天中止。その他状況により中
止 ・変更の場合あり。自由な活動
や遊びが可能なため、けがや事故は
自己責任備考詳細は、公式ホーム
ページ参照。自然体験活動指導者養
成講座を実施中。申し込みは、メー
ルまたは電話で、国士舘大学ウエル
ネス・リサーチセンターaseal79 
@kokushikan.ac.jp 、☎（339）7347

（平日午前10時～午後４時）へm当日
直接会場へi教育振興課☎（338）69 
30

多摩市水辺の楽
がっ

校
こう

楽校式

　子どもたちと自然の大切さや恵み
を学ぶ活動を行っています。活動に
興味のある方やスタッフとして参加い
ただける方はぜひご参加ください。
d４月15日㈯午前10時～正午b消費
生活センター講座室（ベルブ）c10人

（先着順）n前年度活動報告、今年度
活動計画案など主催多摩市水辺の楽
校運営協議会m当日直接会場へi環
境政策課☎（338）6831

これまでの取り
組みはこちら▼

市役所職員

地域担当職員を試行導入する理由と、地域とともに学び育つ市職員の育成
　少子高齢化や定年延長に加え、コロナ禍により、地域とそこに住む人との関わりが希薄化し、地域コミュニティを支える
活動が危機的な状況になってきています。こうした状況に対し、市職員は、地域に関わる多くの住民・企業・教育機関など
と協力し、多様な視点からこれからの地域運営の見通しや役割を考えていく必要があります。
　地域担当職員は、こうした課題対応だけでなく、住み続けることがワクワクする地域像を、地域の皆さんと一緒に描いて
いきます。また、現在の市職員は市外在住者が7割で、若手職員も増えています。市職員が地域でさまざまな経験を積み、
ともに学び育つことができるプログラムを併せて検討していきます。

　地域担当職員は、これからの地域の
運営を市民の皆さんと一緒に考え、地
域の課題対応ややりたいことが実現で
きるよう支援します。分野横断的な視
点から地域を支え、地域の中で、いろ
いろな世代や団体を縦横につなぎ、新
たな人材や能力の発掘を働きかけます。
　まずは、これまでモデルエリアとし
て地域づくりの試行と検討に取り組ん
できた、東寺方小学区・諏訪中学区・
青陵中学区・東愛宕中学区の４つの地
域からスタートし、地域の皆さんとと
もに、学び育つ過程を検証していきま
す。

地域担当職員は
次のように地域と
関わります

　東寺方小学区は、中央大学国際経営学部中村ゼミと共同
し、地域づくりの
モデル事業に取り
組んでいます。こ
の度、中央大学が
作成した教養番組

「知の回廊」で、同
区での子どもたち
のごみ拾いや音楽

活動、自治会の取り組みが、地域のつながりづくりに向け
た活動として紹介されました。番組は、3月に多摩テレビ
などで放映された他、中央大学 URLhttps://
www.chuo-u.ac.jp/usr/kairou/ からご覧い
ただけます。

東寺方小学区での取り組みが
映像でご覧いただけます 令和５年４月から、「地域担当職員」制度を試行導入します

地域を支える
（≒アドバイス）

・�分野横断的な行政の窓口となり、
情報の収集・提供を行います

・�関係課と地域との橋渡しとなり、
調整を行います

地域をつなぐ
（≒コーディネート）

・�地域の会議に参加し、関係づく
りを行います

・�団体間、人同士をつなぎ、ネッ
トワークを形成します

地域の中で
掘り起こす

（≒プロデュース）

・�エリアミーティングの開催など
で新たな人材を発掘します

・�地域カルテ・地域ビジョンの策
定を通じた人材育成を行います

自分のため、みんなのための多世代共生型コミュニティづくり

i企画課☎（３３８）６８１３、�v（３３７）７６５８
地域協

き ょ う そ う

創のすすめ
　市は、多世代がゆるやかにつながり、互いに助け合い、支えあう地域社会づくりを目指し
て、「市民・地域と行政との新たな協働のしくみ（地域協創）」を検討しています。
　このシリーズでは、地域でのさまざまなつながりをきっかけに困り事が解決したり、地域
が興味のあることに挑戦する場となったりした事例を織り交ぜながら、安心して、楽しく暮
らせる地域社会の実現に向けた取り組みをご紹介します。

シリーズ
第4回

中央大学国際経営学部　中村大輔教授▲

知の回廊▶

中央大学教養番組「知の回廊」


